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研究成果の概要：デューイの思想形成は、従来、観念論期、実験主義期、自然主義期と捉えら

れ、その際特にヘーゲルからの影響は、観念論期には明確であるが、実験主義期には、ヘーゲ

ル主義からの決別があったと解釈されてきた。この見方に対し、本研究では、第一に、デュー

イのシカゴ時代の講義ノート他の資料を重視すれば、彼のヘーゲルの関心は 1890 年代以降も

持続し、その影響は自然主義期にまで及ぶこと、第二に、デューイ哲学の相対的で曖昧だとさ

れてきた主要概念、探究、経験の連続性と再構成なども、ヘーゲル的な包括的、全体論的な概

念と捉えるときにより善い理解が得られるということを明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 

（1）デューイ思想および教育学一般の研究

と紹介は、国の内外において、ほぼ過去一

世紀にわたり行われてきた。その一般的な

特徴は、先ず「デューイ思想を、観念論期、

実験主義期、自然主義期に区分して捉え、

最初の観念論期は、ヘーゲル主義の立場で

あり、後に克服、離脱された」と理解する。

次に「教育理論は、シカゴの実験学校での

実践を伴いながら、プラグマティズム、道
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具主義の結実（シカゴ学派ともいわれる）

となった実験主義期に形成された（その際、

W.ジェームズの『心理学原理』からの多大

の影響があった）」というものであった。 

 （2）こうした一般的な解釈に対し、近年

米国において、「新ヘーゲル主義からのデ

ューイの離脱、またジェームズやパースの

デューイ哲学への影響を否定するもので

はないが、ヘーゲル哲学自体のデューイ思

想への影響は、生涯にわたるものであっ

た」という解釈が改めて提示され始めてい

る 。 例 え ば 、 J.R.Shook の Dewey’s 

Empirical Theory of Knowledge and 
Reality(2000), T.C.Dalton の Becoming 

John Dewey(2002),  J.A.Good の A 

Search for Unity in Diversity(2006).また

論 文 で あ る が 、 J.Garrison の The 

Permanent Deposit of Hegelian Thought 
in Dewey’s Theory of Inquiry（2006）な

どである。 

（3）これらの研究の論拠となっているの

が、近年、新たに公開されはじめたシカゴ

大学時代のデューイのヘーゲル哲学に関

するセミナー、講義ノートである。デュー

イは、講義やセミナーを実施する際、今日

の TA に相当する学生を速記録係にあてて

いたことは知られているが、新たに入手可

能となった資料は、1896 年から 1900 年、

デューイが依然ヘーゲルに強い関心を寄

せていたことを示唆するものであり、一般

的な解釈「1890 年以降、ヘーゲル哲学と

の決別があった」を覆すものであった。 

 （4）我が国では、デューイの初期の思想

に関する先行研究として、栗田修『デュー

イ教育学の起源』松藾社(1979)、森田尚人

『デューイ教育思想の形成』新曜社（1986）

などがあり、デューイ哲学の起源として、

ハックスリーの生物学的進化論、スコット

ランド学派との対決、英国のヘーゲル主義

からの影響などを論じているが、上記の資

料が知られる以前であったこともあり、デ

ューイの生涯にわたるヘーゲル主義の影

響については、考察の対象外となっている。

本研究は、最新の資料とデューイ研究の動

向を踏まえ、実験主義以降のデューイ思想

にヘーゲルがどのように継承されている

かという問題を、デューイ思想における

「観念論の自然主義化」という観点から解

明しようというものである。 
 
２．研究の目的 

（1）本研究の目的は、先ず、近年新たに公

表されたシカゴ時代のデューイによる「ヘー

ゲルに関する講義ノート」他の資料とそれら

をベースにした近年のデューイ再評価の研

究動向を踏まえ、デューイ思想の形成過程の

うち、特に実験主義以降におけるヘーゲルの

影響について、再検討し、デューイ思想の諸

概念と枠組みの淵源と展開をヘーゲル主義

との関連で明らかにすること（デューイ思想

の研究）であった。 

（2）第二に、デューイの教育学的な言明、「成

長としての教育」「探究（問題解決）」能力の

育成についても「デューイ思想におけるヘー

ゲル的残滓」の観点から再検討することによ

り（デューイ教育学の研究）難解で実際には

あまり実践的でないとされてきたデューイ

思想全体に関するより説得的で整合的な理

解の枠組みを得ることであった。 

（3）さらに、これまでデューイ哲学に対し、

言語分析の手法から、「言語観」「論理学」「判

断と命題」「形式と内容」「相互作用」などの

概念分析により、デューイの術語の整合性と

ともに多義性を研究してきたが、今回、デュ

ーイ特有な用語の曖昧さについては、それを

ヘーゲル的な有機的な運動として捉える方

法（再解釈の仕方）を提示することにあった。 



 

 

３．研究の方法 

（1）先ず、本研究の主眼であるシカゴ大学

時代のデューイによるセミナー及び講義ノ

ートを精査することにより、実験主義時代に

おけるヘーゲルに対するデューイの解釈を

検討した。この時期は、デューイが精神を、

有機体と環境との相互作用によってうまれ

る客観的な意識の過程と捉え、さらに有機体

が環境に働きかけて適合していくときの知

性の働きに注目した時期である。環境に適応

する能動的な個人という捉え方とヘーゲル

的な「絶対精神」（合理的に再構成された宇

宙の実現）との比較検討、また当時デューイ

が使用していたヘーゲルのテキストとの照

合もあわせて行い（実験主義確立期におけ

る）デューイ思想形成の新たな解釈を提示し

た。 

（2）デューイのセミナー・講義ノートを論

拠とする最近のデューイ研究をレビューし、

「ヘーゲル主義からの決別」といわれてきた

1900 年以降（さらに晩年に至るまで）のデ

ューイ論文における｢ヘーゲル的なもの｣に

ついての考察をおこなった。特に、ヘーゲル

の｢判断形成｣とデューイの｢論理学｣におけ

る相似性、ヘーゲルの弁証法に対し、デュー

イの普遍・特殊・個別命題の峻別とそれらの

間の相互作用的な捉え方など、両者の違いと

相似性（つまり、デューイがヘーゲルから継

承しているもの）について明らかにし、さら

にこの「ヘーゲルからの継承」が他の自然主

義的著作にどのように影響を及ぼしている

かについて分析した。 
 
４．研究成果 

（1）従来のデューイ教育学の解釈では、『学

校と社会』『民主主義と教育』などにおける

子どもの興味・衝動の重視、問題解決能力の

育成、反省的思考の過程など、デューイの思

索の帰結が教育方法への示唆として取りあ

げられ、次にいかに実践に活かすべきかとい

う順序で語られる傾向にあった。帰結として

のデューイ教育学ではなく、実験主義の枠組

みにヘーゲルの有機的な解釈の軸を加える

こと（デューイはヘーゲル主義者であったと

いう解釈）により、有機体としての学習者の

存在、外部を認めない探究、経験の連続性と

再構成などのより根源的で、包括的、全体論

的な理解が可能となる。特に、有機体と環境

との相互作用、そこにおける知性の役割など

は、ヘーゲル的な運動、弁証法的な枠組みに

おいて捉えるときに最も容易な理解が得ら

れると結論づけた。 

（2）さらにデューイには、その語彙が曖昧

で相対主義的だという批判が向けられてき

た。例えば通常、我々は、対象を研究して内

容を得ると考えるが、デューイは、（探究に

おいて）内容を操作して対象を得ると考える。

探究の subject matterが思考において主題化

され（objective）、検証されて object へと変

換される。デューイにとって探究の対象は、

帰結としてあるもので、探究の操作とは別に

予め想定されているものではない。このこと

は、思考操作の前に存在する知識対象を否定

したヘーゲルの考え方を継承したものと捉

えると理解は容易となる。デューイにとって、

論理学とは探究の理論に他ならないが、デュ

ーイ論理学の主要な操作概念、推論やデータ、

事実と観念の相互作用（運動）なども、ヘー

ゲル哲学の「概念形成」における三つのモー

メント、存在、非存在、生成を「自然主義化

したもの」と再解釈できると結論づけた。 

（3）本研究は、このように、デューイ教育

学の難解さと曖昧さをヘーゲル的な解釈で

補うことにより、より実践的で具体的な理論

へと転換する枠組みが得られるのではない

かと結論づけた。今後、デューイ思想におけ

る「ヘーゲル的な残滓」を探究するための指



 

 

標となるイメージを図示すると以下の通り

である。 
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